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ジルコン酸チタン酸鉛 Pb(Zr,Ti)O3（PZT）は、高いキュリー温度と残留分極値、大きな圧電定数

を示す代表的な強誘電体材料であり、メモリデバイス、センサーおよびアクチュエータなど幅広

い分野で利用されている[1]。一方、ナノサイズの単結晶粒子（ナノクリスタル）は、材料のもつ

優れた機能や特性を最大限に発揮できる可能性を秘めており、次世代デバイスへの応用が期待さ

れている[2]。既往の研究では、チタン酸バリウムナノキューブの規則配列による高い配向性やキ

ューブ同士の界面形成による局所的な誘電特性の向上などが報告されている[2−4]。本研究では、

水熱法を用いて強誘電体 PZT キューブを合成し、合成条件がキューブのサイズや形態、結晶性お

よび強誘電性に及ぼす影響を調査した。 

水溶性の鉛化合物、ジルコニウム錯体およびチタン錯体を出発原料とする Pb(Zr0.52Ti0.48)O3溶液

に、反応促進剤として水酸化テトラメチルアンモニウム（TMAH）を添加し、水熱法により PZT

キューブを合成した。有機溶媒による PZT キューブの分散後、キューブの表面形態および結晶性

をそれぞれ走査型電子顕微鏡（SEM）および X 線回折（XRD）装置を用いて評価した。 

TMAH を用いて合成した強誘電体 PZT キューブの表面形態を Fig. 1 に示す。PZT キューブは、

ファセットを有する粒子であることが分かる。また、

XRD 測定の結果より、合成した PZT キューブは高温

の焼成を加えなくてもペロブスカイト相単相である

ことが分かり、高い結晶性および結晶対称性から強誘

電性が示唆された。 
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Fig. 1  SEM image of ferroelectric PZT 

cubes synthesized using TMAH. 
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